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議
員
当
市
で
就
労
し
て
い

る
外
国
人
労
働
者
数
と
業
種

は
。

答
令
和
6
年
5
月
末
時
点

の
外
国
人
住
民
は
81
人
で
、

在
留
資
格
は
特
定
技
能
30
人
、

技
能
実
習
24
人
、
教
育
2
人
、

そ
の
他
25
人
で
す
。
労
働
者

の
業
種
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。

議
員
空
き
家
を
外
国
人
労

働
者
の
ア
パ
ー
ト
等
に
活
用

す
る
ほ
か
、
家
賃
補
助
等
の

支
援
は
で
き
な
い
か
。

答
空
き
家
は
所
有
者
の
責

任
の
も
と
で
適
切
に
管
理
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
市
が
賃

貸
や
売
買
等
の
あ
っ
せ
ん
に

関
与
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
労
働
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
雇
用
者
側
が
考
慮

す
べ
き
条
件
と
考
え
ま
す
。

議
員
外
国
人
労
働
者
は
1

人
で
来
日
し
、
地
域
と
の
触

れ
合
い
が
な
く
寂
し
さ
を
抱

え
て
就
労
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
地
域
の
方
々
と
交
流

す
る
施
設
や
機
会
の
確
保
が

必
要
で
は
。

答
市
で
は
施
設
確
保
や
交

流
の
機
会
を
特
別
に
設
け
る

こ
と
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
異
国
の
地
で
働
く

不
安
や
寂
し
さ
は
人
一
倍
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
た
め
、

市
の
公
共
施
設
を
大
い
に
活

用
し
、
言
葉
の
壁
を
越
え
た

地
域
と
の
交
流
体
制
が
模
索

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

水
みず
木
き
悟
さと
志
し
 議員

外国人労働者の就労

質 問 事 項 質問議員 ページ
外国人労働者の就労 水木　悟志 P2
農地耕作条件改善事業（ＲＴＫ
－ＧＮＳＳ基地局整備） 葛西　厚平 P3

上下水道のインフラの劣化 葛西　厚平
医療機関減少の弊害と対策 葛西　厚平
平川愛 葛西　厚平
平川市の地域振興策 小野　　誠 P3
平川市地域活性化 小野　　誠
若い職員の離職防止と人材確保 北山　弘光 P4
尾上分庁舎の改修予定 北山　弘光
自治体の公共施設の在り方 齋藤　　剛 P4
学校給食費無償化等子育て支援交付金 葛西　勇人
デジタル地域通貨の導入 葛西　勇人 P5
公園併設ドッグランの設置によ
る実証実験 葛西　勇人

後期高齢者対策 佐藤　　保
クマ対策 佐藤　　保 P5
平川市の消滅可能性対応 佐藤　　保
児童生徒のヘルメットの着用率向上 桑田　公憲 P6
小学校の統合 桑田　公憲
ごみ処理の広域化 桑田　公憲
新型コロナウイルスワクチン定期
接種事業と予防接種の健康被害 齋藤　律子

尾上分庁舎大規模改修 齋藤　律子
物価高騰、円安、株価乱高下な
ど昨今の経済情勢 齋藤　律子

加齢性難聴者に対する補聴器購入の助成 齋藤　律子 P6
冷水機の設置 中畑一二美
インクルーシブ遊具の設置 中畑一二美
軟骨伝導イヤホンの導入 中畑一二美 P7
碇ヶ関地域のデマンド交通 中畑一二美
再生可能エネルギー 石田　昭弘
弘南鉄道 石田　昭弘 P7

ことば
※１　農地耕作条件改善事業
　　　�農業者が農家を継続できる環境を整えるため、地域のニーズに沿ったきめ細やかな基盤

整備や、高収益作物への転換、地域特産物等の害虫対策、水田の貯留機能向上のための
畦畔整備等及びスマート農業といった先進的な営農体系の導入を支援する事業。

平川市の今とこれから

一般質問
　平川市のいろいろな課題等について、議員が市に考
えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜
粋・要約して記載しております。

今回は11名の議員が質問しました

平川市議会会議録

一般質問一般質問の全文は平川市ホームページで読むことができます。
インターネットで「平川市議会　会議録」と検索するか
QRコードをご利用ください。

世界一の扇ねぷた運行に参加する外国人労働者

安心に就労でき、住み
やすい、人間関係を築
ける環境整備を
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議
員
こ
れ
ま
で
の
ス
マ
ー

ト
農
業
に
係
る
平
川
市
の
取

組
は
。

答
令
和
３
年
度
よ
り
、
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト

草
刈
機
な
ど
の
導
入
を
支
援

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支

援
事
業
を
実
施
し
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
普
及
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

議
員
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局
と

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電
波
の
誤
差

を
修
正
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ

議
員
柏
木
農
業
学
校
は
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
中
南
地
区

唯
一
の
農
業
高
校
で
あ
り
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
が
、

年
々
入
学
者
が
減
少
し
て
い

る
。
新
規
事
業
で
あ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
た
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
※
２
の
設
置
状
況
と
、

そ
の
業
務
内
容
は
。

答
現
在
、
募
集
業
務
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
者
と
委
託
契
約

と
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動

操
舵
や
直
進
ア
シ
ス
ト
、
ロ

ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
、
オ
ー

ト
田
植
機
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
平
川
市
も
農
地
耕
作
条

件
改
善
事
業
※
１
に
着
手
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答
当
市
で
は
、
既
に
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
を
導
入
し

て
い
る
農
業
者
が
お
り
、
安

価
に
共
同
利
用
で
き
る
基
地

局
の
設
置
を
望
む
声
が
上

を
締
結
し
、
7
月
か
ら
の
募

集
開
始
を
目
指
し
て
高
校
側

と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
業
系
学
科
の
あ
る
高
校
や
、

全
国
募
集
の
先
駆
け
で
あ
る

高
校
を
視
察
し
、柏
農
魅
力

化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は

高
校
と
地
域
や
行
政
を
つ
な

ぐ
役
割
の
ほ
か
、高
校
の
魅
力

発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、県
外
生
徒

の
サ
ポ
ー
ト
等
の
業
務
を

担
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

議
員
市
及
び
県
内
外
の
中

が
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局
の
整
備
に

つ
い
て
、
津
軽
地
域
で
順
次

進
め
て
い
ま
す
が
、
中
南
地

域
は
い
ま
だ
に
整
備
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

整
備
に
当
た
り
、
県
営
事
業

で
進
め
る
た
め
に
は
、
市
か

ら
県
に
要
望
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
実
現
に
向
け
て
県

や
近
隣
市
町
村
、
農
協
な
ど

と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
生
や
保
護
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
強

化
と
し
て
、
柏
木
農
業
高
校

に
通
学
す
る
市
外
生
徒
に
通

学
定
期
券
購
入
費
用
の
補
助

が
で
き
な
い
か
。

答
志
願
者
の
増
加
に
向
け

て
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
も

大
事
で
す
が
、
ま
ず
は
圏
域

か
ら
の
生
徒
確
保
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
当
市
に
は
尾
上

総
合
高
校
も
所
在
し
て
お
り
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

葛
か
西
さい
厚
こう
平
へい
 議員

農地耕作条件改善事業
（ＲＴＫ―ＧＮＳＳ基地局整備）

小
お
野
の
　誠

まこと
 議員

平川市の地域振興策

ことば
※２　魅力化コーディネーター
　　　�高校と地域をつなぎ、魅力ある教育環境を作る役割のこと。地域の人口減少、高校の統廃合による

人口流出により消滅の危機にある地域に、新しい流れを作り、県外の生徒にも入学したいと思える
仕組みを作ることで、持続可能な地域づくりを目指す。

一般質問

ドローンに肥料を積み込んでいる様子柏木農業高等学校

基地局整備の実現に
向けて

持続可能な青森県のため
の人材育成が大事です
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議
員
学
校
の
統
廃
合
が
あ

る
場
合
、
学
校
施
設
へ
の
過

剰
な
投
資
は
避
け
、
計
画
的

な
工
事
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
仮
に
統
合
が
決
ま
っ
た

学
校
で
あ
っ
て
も
、
在
学
中

の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の

た
め
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

や
危
険
箇
所
へ
の
対
策
は
必

要
と
考
え
ま
す
。

議
員
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
が
延
期
と

な
っ
た
が
、
廃
止
と
な
る
と

き
の
源
泉
の
取
扱
い
は
。

答
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、

源
泉
も
廃
止
す
る
考
え
で
す
。

議
員
投
資
し
た
施
設
を
廃

止
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
考
え
る
。
例
え
ば
、
ひ
ら

か
ド
ー
ム
の
施
設
内
暖
房
や

融
雪
に
使
っ
た
り
、
温
泉
施

設
等
の
管
理
を
町
会
へ
委
託

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
ひ
ら
か
ド
ー
ム
の
施
設

内
暖
房
と
す
る
場
合
、
結
露

し
た
水
が
凍
結
し
て
落
下
す

る
危
険
が
あ
る
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
全

体
の
暖
房
で
は
な
く
、
ベ
ン

チ
に
温
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
入
れ

る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
会
へ
委
託
す
る
考

え
に
つ
い
て
は
、
温
泉
施
設

の
維
持
管
理
は
非
常
に
経
費

が
か
か
り
、
ほ
か
の
温
泉
組

合
な
ど
も
辞
め
て
い
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
 議員

議
員
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
若
手
職
員
の
離
職
防
止
に

向
け
た
対
策
は
。

答
課
長
補
佐
級
の
職
員
か

ら
相
談
員
を
選
出
し
、
職
員

の
相
談
を
受
け
付
け
る
こ
と

や
、
産
業
医
主
導
の
下
で
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康

相
談
を
実
施
す
る
こ
と
、
人

事
評
価
の
際
に
、
職
員
と
上

司
が
面
談
を
行
い
、
助
言
を

受
け
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。

議
員
優
秀
な
人
材
確
保
の

た
め
の
取
組
は
。

答
日
本
全
国
の
主
要
都
市
で

の
受
験
を
可
能
と
す
る
テ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
方
式
を
導
入
し
、

一
定
数
の
受
験
者
数
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員

採
用
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
県
内
の
高
校
や
大

学
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

議
員
離
職
防
止
と
組
織
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
若

手
職
員
の
意
見
や
要
望
を
吸

い
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
市
で
は
例
年
、
管
理
職

以
外
の
職
員
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
職
員

の
意
見
や
要
望
を
把
握
し
、

適
材
適
所
の
人
員
配
置
及
び

本
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
推

進
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
振
興
に
有
用
で
あ

る
実
践
的
な
ア
イ
デ
ア
を
募

集
す
る
ま
ち
づ
く
り
職
員
提

案
制
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
きた
山
やま
弘
ひろ
光
みつ
 議員

自治体の公共施設の
在り方

若い職員の離職防止と
人材確保

ひらかドームのグラウンド

公共施設を有効に
使っては

市が配布している職員採用案内パンフレット

若い職員の減少は、
住民サービスの低下等に

つながります

一般質問

議会ｍｉｎｉコラム 蓬田村議会行政視察受入
令和６年６月28日、蓬田村議会のみなさまが「タブレット端末等の設置・運営状況について」
を視察されました。 ひらかわ市議会だより 第75号 4



議
員
市
民
の
行
動
を
促
す

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
農
家
等
で
の
就
労
等

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

住
民
参
加
の
促
進
が
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
地
域
内
の
み
利
用
で
き

る
た
め
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

当
市
で
も
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

議
員
令
和
５
年
は
、
過
去

最
多
の
ク
マ
出
没
と
人
的
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
ク
マ

類
が
指
定
管
理
鳥
獣
に
な
る

と
、
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
。

答
国
ま
た
は
県
が
計
画
を

策
定
し
、
ク
マ
の
捕
獲
事
業

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
今
般
の
ク
マ
類
の
指

定
に
よ
る
市
の
対
応
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
耕
作
放
棄
地
や
放
置

貨
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
導
入
に
お
け
る
課
題
は
、

利
用
す
る
店
舗
に
、
そ
れ
に

対
応
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
端
末
を
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
等
と
競
合
す
る
た
め
、

メ
リ
ッ
ト
を
継
続
的
に
提
供

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
方
に
、
専
用
カ
ー
ド

等
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る

林
が
野
生
動
物
の
す
み
か
と

な
っ
て
お
り
、
ク
マ
も
例
外

で
な
く
、
最
優
先
に
解
決
す

べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
に
碇
ヶ
関
で
ク
マ

の
人
的
被
害
が
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
対
応
の
手
ぬ
る

さ
を
感
じ
る
。
市
の
新
た
な

ク
マ
対
策
の
状
況
は
。

答
平
川
市
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
で
は
、
目
撃
が
あ
っ

た
と
き
の
速
や
か
な
看
板
や

わ
な
の
設
置
、
学
校
と
の
情

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
導
入
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
、
費
用
対
効
果
な

ど
を
考
え
る
と
導
入
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

議
員
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
当
市
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
だ
け
で

は
地
域
活
動
も
限
界
に
き
て

お
り
、
地
域
事
業
者
の
経
営

も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
こ
の
打
開
策

を
継
続
調
査
し
て
い
き
た
い
。

報
共
有
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

追
加
の
わ
な
購
入
や
猟
友
会

の
会
員
確
保
に
よ
る
体
制
強

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
は

引
き
続
き
、平
川
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、ク
マ
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、

放
任
園
発
生
防
止
対
策
事
業

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
管

理
不
十
分
な
農
地
が
あ
れ
ば
、

所
有
者
に
指
導
し
ま
す
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
 議員

デジタル地域通貨の
導入

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
 議員

クマ対策

　市内に設置された看板

市の課題解消のために市のこれからの対策に
期待します

一般質問

議会ｍｉｎｉコラム 富山県上市町議会行政視察受入
令和６年７月24日、富山県上市町議会のみなさまが政策推進課による「「LINE」の公式アカウント
（スマホ支所）をつかった各種証明書の申請、その他機能について」を視察されました。5



議
員
高
齢
に
な
る
と
難
聴

に
な
り
、
聞
き
間
違
い
が
多

く
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
な
ど
、

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
く
な
る

こ
と
で
、
日
常
生
活
に
不
便

を
来
た
し
て
い
る
方
が
多
い
。

ま
た
、
補
聴
器
は
非
常
に
高

額
で
、
年
金
生
活
者
に
は
大

変
負
担
が
大
き
い
。
高
齢
者

の
生
活
支
援
、
社
会
参
加
の

促
進
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
軽

減
の
た
め
、
高
齢
者
の
中
等

度
の
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴

器
の
購
入
助
成
が
望
ま
れ
る

が
、
市
の
考
え
は
。

答
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

者
に
は
、
国
・
県
の
補
助
を

受
け
た
購
入
助
成
、
18
歳
以

下
で
手
帳
の
交
付
対
象
に
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴

の
方
に
は
、
県
の
補
助
を
受

け
た
購
入
助
成
が
あ
り
ま
す

が
高
齢
者
の
難
聴
者
に
は
公

的
助
成
の
対
象
が
あ
り
ま
せ

ん
。
国
に
新
た
な
動
き
が
な

い
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
、

市
独
自
の
助
成
制
度
の
検
討

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
先
進
事
例
の
情
報
収
集
、

制
度
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

助
成
額
や
対
象
者
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
事
業
実
施
の
と
き
に
は
、

難
聴
が
認
知
症
発
症
の
危
険

因
子
で
あ
る
こ
と
、
補
聴
器

の
使
用
が
有
効
対
策
で
あ
る

こ
と
を
周
知
し
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
 議員

議
員
児
童
生
徒
を
対
象
に

令
和
5
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補

助
金
事
業
の
内
容
は
。

答
中
学
生
と
入
学
前
の
小

学
６
年
生
を
対
象
に
、
３
，

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の
２
分

の
１
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
の
実
績
は
支
給

件
数
が
21
件
、
支
給
額
が
4

万
８
，３
０
０
円
で
し
た
。

議
員
着
用
率
向
上
の
た
め

現
物
支
給
が
有
効
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

答
各
学
校
の
安
全
教
室
に

お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

含
め
た
安
全
指
導
の
徹
底
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補
助
金
の

申
請
が
少
な
く
、
改
正
道
路

交
通
法
に
よ
る
着
用
の
重
要

性
が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。
法
律
上
は
努
力

義
務
で
あ
る
た
め
、
着
用
を

義
務
付
け
る
こ
と
に
理
解
が

得
ら
れ
る
か
は
難
し
い
状
況

で
す
が
、
学
校
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
、
現
物
支
給
の
実

施
も
視
野
に
入
れ
、
着
用
率

向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員
あ
く
ま
で
着
用
は
努

力
義
務
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
、
自

転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
現
物

支
給
に
つ
い
て
は
前
向
き
な

検
討
を
望
む
。

桑
くわ
田
た
公
きみ
憲
のり
 議員

加齢性難聴者に対する
補聴器購入の助成

児童生徒のヘルメット
着用率向上

一般質問

　

令和７年度の予算化を
期待します

　

交通事故の被害軽減の
ための取組を

議会ｍｉｎｉコラム 第100回全国市議会議長会定期総会
令和６年５月22日、東京国際フォーラム（東京都）で開催された、全国市議会
議長会第100回定期総会に、石田隆芳議長が出席しました。 ひらかわ市議会だより 第75号 6



議
員
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音

を
伝
え
る
仕
組
み
で
、
耳
が

聞
こ
え
に
く
い
方
と
の
会
話

で
は
、
大
き
な
声
で
な
く
て

も
い
い
た
め
、
個
人
情
報
が

守
ら
れ
る
。
全
国
的
に
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
窓
口
に
設

置
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き

て
お
り
、
市
と
来
庁
者
の
双

方
に
お
い
て
、
非
常
に
利
便

性
が
高
い
と
考
え
る
。
耳
が

聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
や
難

聴
者
向
け
に
、
窓
口
に
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

答
当
市
で
は
、
来
庁
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
住
民
票

な
ど
の
申
請
書
を
書
か
ず
に

申
請
で
き
る
書
か
な
い
窓
口

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
担
当

者
が
聞
き
取
り
に
よ
り
申
請

書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
な
ど
耳
の
遠
い
方
に
対

し
て
は
、
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
ゆ
っ
く
り
話
を
す
る
、

筆
談
を
交
え
る
な
ど
、
相
手

が
理
解
で
き
て
い
る
か
を
確

認
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、

金
融
機
関
、
医
療
機
関
な
ど

で
広
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、

音
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
音

漏
れ
が
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、

個
人
情
報
に
配
慮
し
た
対
応

が
で
き
、
耳
の
遠
い
方
も
利

便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
て

お
り
、
設
置
に
向
け
て
検
討

し
ま
す
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
 議員

軟骨伝導イヤホン
の導入

議
員
中
佐
渡
踏
切
の
敷
板

が
腐
食
し
、
鉄
板
を
固
定
す

る
ね
じ
が
緩
み
浮
き
上
が
っ

て
い
る
。
鉄
板
が
ず
れ
て
レ 

ー
ル
に
乗
り
上
げ
、
脱
線
等

の
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

補
修
工
事
を
要
請
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
全
面
的
な
補
修
が
必
要

と
判
断
し
、
今
年
度
よ
り
計

画
的
に
工
事
を
行
う
こ
と
と

し
て
、
修
繕
計
画
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。

議
員
今
年
４
月
６
日
に
、

群
馬
県
高
崎
市
の
ロ
ー
カ
ル

線
の
踏
切
で
、
小
学
校
４
年

生
の
女
児
が
亡
く
な
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
、

第
４
種
踏
切
を
全
て
廃
止
す

る
方
針
と
な
っ
た
。
弘
南
線

に
は
、
第
４
種
踏
切
２
か
所

と
登
録
な
し
が
１
か
所
あ
る
。

登
録
な
し
の
踏
切
が
あ
る
こ

と
自
体
異
常
で
、
敷
板
も
腐

食
し
、
ぐ
ら
つ
い
て
い
る
が
、

弘
南
鉄
道
の
経
営
者
は
こ
の

実
態
を
知
っ
て
い
る
の
か
。

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う

働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

答
弘
南
鉄
道
で
、
そ
の
実

態
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
も
、
連
絡
調
整
会
議
の

場
に
お
い
て
沿
線
自
治
体
と

情
報
を
共
有
し
て
、
何
が
で

き
る
か
を
確
認
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

石
いし
田
た
昭
あき
弘
ひろ
 議員

弘南鉄道

本庁舎総務課、尾上及び碇ヶ関総合支所に導入されました

市と来庁者の双方に
メリットがあります

中佐渡踏切の状況

安全確保の強化を

議会ｍｉｎｉコラム 津軽南市町村議会連絡協議会定期総会
令和６年７月23日、ふれあいずーむ館（藤崎町）で開催された、津軽南市町村議会連絡協議会
定期総会に石田隆芳議長、葛西勇人副議長が出席しました。

一般質問
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除雪対策、スマート農業、全天
候型子ども施設「きらん」、低速
電動バス「オニスロ」、議会改革、
義務教育学校

子育て支援総合施設モッカランド、
市民交流プラザ「プラザおおむら」、
エネルギーマネジメント事業、関係
人口創出

●参加議員／小野　誠議員、石田昭弘議員、工藤秀一議員
　　　　　　福士　稔議員、佐藤　保議員、原田　淳議員
　　　　　　桑田公憲議員

●参加議員／水木悟志議員、葛西厚平議員、北山弘光議員
　　　　　　山谷洋朗議員、石田隆芳議員、齋藤　剛議員
　　　　　　齋藤律子議員

江
別
市
、岩
見
沢
市
、室
蘭
市
、登
別
市
、安
平
町
早
来
学
園

福
岡
県
大
川
市
、長
崎
県
大
村
市
、熊
本
県
荒
尾
市
・
菊
池
市

　７月15日から19日にかけて北海道で実施しました。
江別市の雪情報総合案内等除雪対策では、市民が情
報を得やすい環境づくりをした取組を視察し、当市
における除雪対策の充実に向け意見交換しました。
　岩見沢市の高度ＩＣＴ基盤を活用したスマート農
業については、高度ＩＣＴを活用した作業の自動化、
データの利活用を行っている取組を視察しました。
　室蘭市では、生涯学習センター「きらん」を視察し、
図書や子育て支援機能、市民活動ができる、様々な
機能を持った施設の設置事例を研修しました。ＤＢ
Ｏ方式に不慣れな自治体は、アドバイザリー業務を
委託することが事業成功への一歩と考えられます。
　登別市の低速電動バスを市が購入し運行を委託し
た取組については、脱炭素、持続可能な観光地づく
りに挑戦するため、グリーンスローモビリティを導
入した事例を研修しました。
　また、議会改革に対する取組については、多様性
のある議会の実現をコンセプトに取り組んでいる事
例を視察しました。オンライン委員会、議会事務局
職員提案制度など、開かれた議会を実現しています。
　安平町早来学園の魅力ある義務教育学校の建設に
ついては、災害後の単なる復旧ではない、地域との
つながりを重要視した学校の設置事例を視察しまし
た。学習効果を高める学校運営、地域と学校を分け
ない学校運営に向けて取り組んでいる事例を視察し
ました。

　７月28日から31日にかけて福岡県、長崎県、熊
本県で実施しました。大川市では、子育て支援総合
施設モッカランドを視察し、母子保健機能・児童福
祉機能、児童の発達支援、地域子育て支援拠点の機
能を有する施設の設置事例を研修し、子育て支援及
び尾上分庁舎の利活用に向け意見交換しました。
　大村市では、市民交流プラザ「プラザおおむら」
を視察し、中心市街地活性化事業、こども未来館
「おむらんど」について研修し、地域コミュニティ
の再生やにぎわい創出に向け意見交換しました。市
民の活動・交流拠点と高齢者のまちなか居住の複合
的なサービスを提供することで、地域コミュニティ
の再生やにぎわい創出を実現しています。
　荒尾市の太陽光、蓄電池を活用したエネルギーマ
ネジメント事業については、ゼロカーボンに向けた
取組を研修し、グリーントランスフォーメーション
の在り方の検討に向け意見交換しました。荒尾市役
所庁舎などに太陽光発電設備・蓄電池を設置するこ
とで、平時の再生可能エネルギーの活用や災害時の
非常用電源としての運用等に役立てています。
　菊池市の関係人口創出のための市の取組について
は、歴史文化による地域活性化について研修し、関
係人口増加による産業分野の活性化や新たな魅力発
見、観光コンテンツの充実に向け意見交換しました。

市議会では、まちづくりの参考、政策立案の実現に向
け、先進地事例を学ぶため視察研修を行っています。
市政の重要課題について分析や理解を深め、執行
機関の監視機能の強化を図るため研修した内容を
報告します。

議員研修
　　視察報告

ひらかわ市民クラブ 美郷会・日本共産党合同研修

登別市　低速電動バス「オニスロ」 荒尾市　エネルギーマネジメント事業

江別市　除雪対策 大川市　子育て支援総合施設モッカランド

安平町　義務教育学校 菊池市　関係人口創出

室蘭市　生涯学習センター「きらん」 大村市　市民交流プラザ「プラザおおむら」
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　清浄で民主的な市政の発展に寄与することを目的に、議員が持つ
べき行動規範が定められた政治倫理基準などが制定されます。

 議員政治倫理条例とは？

　６月21日定例会閉会日、学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金に関す
る意見書の提出について議決され、青森県に意見書が提出されました。
　県が実施する「学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金」は、当市は、既
に学校給食費無償化事業を実施しているため、拡充分以外は交付されず、新しい
子育て支援事業を実施することで８割の事業費が交付されます。
　市町村間の費用負担に格差が生じ、平川市の財政を圧迫する恐れがあることか
ら、学校給食費無償化事業の交付を全市町村を対象とすることを求めました。

　７月２日の議会改革特別委員会では、
委員会で審査、検討する内容の優先順位
が決められ、平川市議会議員政治倫理条
例制定の検討が進められています。政治
倫理を確立し、公正な職務執行で適正な
議会運営を目指します。

学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金に関する意見書

委員会の様子（令和６年８月５日）

・全国市議会議長会（評議員） ・全国市議会議長会（評議員）

　全国815市区の議会議長で組織される全国
市議会議長会では、毎年、市政等の発展に努
めた議員に対して感謝状や表彰状の贈呈を
行っています。このたび、石田隆芳議長、桑
田公憲議員（前議長）の２名に感謝状が贈ら
れ、６月定例会の初日に感謝状の伝達が行わ
れました。

石田隆芳 議長 桑田公憲 議員（前議長）

議
会
あ
れ
こ
れ

議会改革
特別委員会委員
（後列左から）
原田　淳委員、
中畑一二美委員、
小野　誠委員、
水木悟志委員
（前列左から）
葛西勇人委員長、
葛西厚平副委員長

感謝状贈呈

議会の動き
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。12月15日

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　中　畑　一二美
委　　員　小　野　　　誠
　　　　　北　山　弘　光
　　　　　山　谷　洋　朗
　　　　　佐　藤　　　保

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和６年 第４回定例会は
12月3日からの予定

開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴して　　
　　みませんか
市本庁舎４階へお越しください

議　　案　　名 結 果
議員の派遣について（２件） 可決
平川市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条例案 可決
青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 可決
平川市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決
東部辺地総合整備計画の変更について 可決
久吉辺地総合整備計画の変更について 可決
製造の請負契約について 可決
財産の取得について（２件） 可決
令和６年度平川市一般会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案 可決
学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金に関する意見書の提出について 可決
工事の請負契約について 可決

令 和 ６ 年 ６ 月 定 例 会
審議議案とその結果（抜粋）

　令和６年８月29日、さるか荘で西十和田トンネル建設促
進市町村議長同盟会定期総会が開催されました。石田隆芳議
長が出席し、活動報告や予算、事業計画などの議事について
協議されました。
　各市町村の９月定例会で意見書提出について議決されると、
青森県、秋田県の両知事に対し、西十和田トンネル（仮称）
の早期建設についての要望活動を行います。

西十和田トンネル建設促進
市町村議長同盟会定期総会

編集後記
　平川ねぷたまつり、あどの祭りは、平川市民
はもちろんのこと、市外、県外から訪れた方々
に深い感動を与え、大盛況で終えることができ
ました。また、全国高等学校野球大会では、平
川市の小・中学校出身の選手が、広い甲子園球
場で本塁打を放つなど、活躍してくれた姿に市
民の皆様も大いに勇気づけられたのではないで
しょうか。�
　今後も、この夏の盛り上がりを糧に実りの秋
を迎えることができ、さらに皆様方の笑顔あふ
れる姿を見ることができることを心より祈念い
たします。� （山谷洋朗）

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら
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